
※『遠山霜月祭 〈南信濃①和田・八重河内・南和田編〉』(飯田市美術博物館・遠山常民大学 2010)より引用、加工  
湯殿渡し（仮称） 

 

（モト）                 （ウラ） 

おんしろたえを もろ手に持ちて      アンヤーハー おがむには 

エン東方の神々を もろ手にもちて     アンヤーハー おがむには 

エン南方の神々を もろ手にもちて     アンヤーハー おがむには 

エン西方の神々を もろ手にもちて     アンヤーハー おがむには 

エン北方の神々を もろ手にもちて     アンヤーハー おがむには 

エン中方下方十方十二ヶ方の神々を もろ手にもちて     アンヤーハー おがむには 

湯の父の ゆどのへわたる         アンヤーハー おがむには 

湯の母の ゆどのへわたる         アンヤーハー おがむには 

湯ごろめせ 神はよろこぶ         アンヤーハー おがむには 

 

湯召し（仮称）  
（モト）〈神々〉へ   （ウラ） 〈神々〉へお湯めす時のおみかげこぐそ 
※拾う神々の名 

日光月光 

一、日光月光へ（3回） 

日本大社 

一、天照皇大神   一、諏訪大神   一、八幡大神   一、春日大神   一、多賀大神 

一、熱田神社    一、熊野三神   一、津島神社   一、戸隠神社   一、九頭竜神社 

一、富士浅間神社  一、北野天神   一、日光神社   一、浜松五社諏訪 一、鳳来寺山 

一、豊川稲荷神社  一、秋葉神社   一、山住神社   一、神妻神社   一、御岳神社 

一、出雲大社    一、高津神社   一、春奈山神社  一、大山関そん  一、三峯神社 

一、駒獄神社    一、水天宮    一、愛宕神社   一、加屋がき稲荷神社 

一、栃城三者大山神 一、光明山    一、九野山    一、河田天伯   一、白山神社 

一、半僧      一、八幡八幡 

一、大社残らず 

 

全国一之宮 

（畿内五ヶ国） 

一、加茂大明神  一、美和大明神  一、平岡大明神  一、大取大明神  一、住吉大明神 

（東海道拾五ヶ国） 

一、阿部国大明神  一、椿大明神  一、伊サバ大明神  一、舛美田の神社  一、戸賀大明神 

一、事待大明神  一、浅間の神社  一、三島大明神   一、寒河大明神   一、火河大明神 

一、粟大明神   一、玉崎大明神  一、香取大明神   一、鹿島大明神 

 



（東山道八ヶ国） 

一、竹田大明神   一、南宮大明神  一、皆滝の神社  一、諏訪大明神  一、ぬき崎大明神 

一、こあれ山の神  一、津々こわけの神社  一、大物いみの神社 

（北陸道七ヶ国） 

一、大入大明神  一、けび大明神  一、高滝の神社  一、伊勢彦大明神  一、わた住の神社 

一、白山姫の神社  一、けたの神社 

（山陰道八ヶ国） 

一、出雲大明神  一、小守大明神  一、栗加の神社  一、宇部の大明神  一、志取大明神 

一、木付大明神  一、物部大明神  一、湯羅姫大明神 

（山陽道八ヶ国） 

一、岩大明神   一、中山大明神  一、伊曾大明神  一、木火大明神   一、木火津大明神 

一、伊津久島大明神  一、玉親大明神  一、住吉大明神 

（南海道六ヶ国） 

一、日の前大明神  一、御神の社  一、大麻彦神社  一、田村大明神   一、三島大明神 

一、高加毛大明神 

（西海道九ヶ国） 

一、箱崎大明神  一、甲羅玉たれ神社  一、宇佐八幡大明神  一、木原大明神   

一、川上大明神  一、阿そ大明神  一、津のキ宇の神社  一、加ご島大明神 一、関島大明神 

（二島） 

一、天の手長の神社  わた住の神社 

一、一の宮残らず 

村神 

一、諏訪神社（祭の神社  一、八幡神社） 

『神名帳 梶谷・此田』 

一、関の明神  一、関の御方  一、関の大神  一、御庚申  一、金山関神  一、正観音 

一、御薬師  一、馬頭観音  一、金毘羅  一、御秋葉  一、藤天伯  一、がらん 

一、愛宕  一、御不動  一、きうせん  一、御死霊  一、美田八幡  一、滝不動 

一、大釜竜宮  一、大山の神  一、林三山神  一、すりど若宮  一、白天伯   

一、黒石天伯  一、木地山神  一、湯の権現  一、若宮  一、社子様  一、社子山神 

一、大野田神社  一、湯の権現  一、池大明神  一、御天伯  一、金毘羅  一、御秋葉 

一、御庚申  一、当土権現  一、御愛宕  一、若宮 

『神名帳 小嵐・梅平・八重河内・下和田』 

一、行人様  一、水神  一、金毘羅  一、御秋葉  一、御庚申  一、世三所   

一、御愛宕  一、山神  一、三森三社  一、道祖神 

一、大天宮  一、太郎若宮  一、根の神天伯  一、十五社稲荷  一、金毘羅  一、御秋葉 

一、御庚申  一、道祖神  一、正八幡神社  一、若宮  一、大山祇神社   

一、富士浅間大神  一、三森若宮 

一、正八幡神社  一、正観世音  一、金毘羅  一、御秋葉  一、御庚申  一、御稲荷 

一、御神  一、御愛宕  一、河除明神  一、水神  一、山神  一、金山  一、御天伯 

一、若宮  一、御浅間 

一、御庚申  一、金毘羅  一、御秋葉  一、御稲荷  一、金山  一、御浅間   

一、大山住神社  一、大宮姫神社  一、子育神社 



『神名帳 和田』 

一、諏訪神社  一、伊豆油神社  一、八王子神社  一、山神  一、出山稲荷  一、若宮 

一、河除明神  一、金毘羅  一、御秋葉  一、御庚申  一、市神  一、御薬師  

一、稲荷  一、御不動  一、御愛宕  一、若宮  一、遠山土佐守 

一、正観音  一、藤浅間  一、金毘羅  一、御秋葉  一、御庚申  一、御天王 

一、池大明神  一、若宮  一、山神  一、白山神社  一、御愛宕 

一、直尾明神  一、直尾稲荷  一、金毘羅  一、御秋葉  一、御庚申  一、池大明神 

一、若宮  一、山神  一、水神  一、七森神社 

一、藤浅間  一、金毘羅  一、御庚申  一、御秋葉  一、若宮  一、山神 

一、御愛宕  一、水天宮  一、金毘羅  一、御秋葉  一、御庚申  一、志信様   

一、津島神社  一、西山の神  一、河除明神 

一、正観音  一、御愛宕  一、金毘羅  一、御秋葉  一、御庚申  一、山神  一、若宮 

一、三竒神社  一、当土神社 

『神名帳 十原・和見』 

一、城神社  一、城稲荷神社  一、城諏訪神社  一、御天伯  一、国中若宮   

一、秋間若宮  一、山神  一、若宮  一、鎌倉神社  一、地の神  一、金毘羅 

一、大天王  一、御秋葉  一、庚申  一、水天宮 

一、子安明神  一、山神  一、水神  一、庚申  一、金毘羅  一、御秋葉  一、国造様 

『神名帳 南和田・平岡』 

一、白山権現  一、若宮  一、藤浅間  一、庚申  一、金毘羅  一、御秋葉   

一、稲荷神社 

一、天満宮  一、金毘羅  一、池大明神  一、御秋葉  一、戸度神社  一、庚申 

一、河除明神 

一、熊野三社  一、愛宕  一、金毘羅  一、御秋葉  一、庚申  一、子安神社   

一、御天伯  一、山神 

一、原明神  一、原浅間  一、牛頭天王  一、金毘羅  一、藤浅間  一、三条神社 

一、御秋葉  一、御庚申 

『神名帳 木沢・上村』 

一、熊野三社   一、からす丸や  一、住吉八幡  一、三野七社  一、御天伯   

一、五人の御神  一、八神の大神  一、十社の大神  一、金毘羅  一、御秋葉 

一、御庚申  一、御愛宕  一、小嵐稲荷神社  一、若宮 

一、白山神社 

一、根上天伯 

一、稲荷神社 

一、八幡神社 

一、八幡神社 

一、八幡神社 

一、諏訪神社 

残らずの神々 

一、うぶすな残らず  一、大社残らず  一、小宮残らず  一、産土残らず  一、氏神残らず 

一、庚申残らず  一、金毘羅残らず  一、御秋葉残らず  一、水神残らず  一、山神残らず 

一、釜神残らず  一、淵神残らず   一、滝神残らず   一、畑神残らず  一、神々残らず 

 

※ 鎮めの湯では、村神を 3 回づつ拾い、2 度目は「神甲主」、3 度目は「神甲主の無縁の御神一社も

残らず」をつけ、その後海道割り、谷割りの神々を加えて拾い、残らずの神々となる 


